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学校内オルタナティブ教育に関する実証

株式会社 城南進学研究社
横浜市⽴鴨居中学校

2021.3.12 「未来の教室」フォーラム
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横浜市⽴鴨居中学校 なごみ「和」ルーム

 横浜市⽴鴨居中学校
 所在︓神奈川県横浜市緑区鴨居5-12-35
 ⽣徒数︓５０６名（2020年4月現在）
 教員数︓３７名（2020年4月現在）
 校⻑︓齋藤浩司 副校⻑︓永岡秀基
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なごみ「和」ルーム

９月２日に全校保護者に告知した。また各
学年からも活⽤が有効と思われる⽣徒には
声をかけていった。計１０名の⽣徒を対象と
して⽀援を⾏うこととなった。
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学びの場① なごみ「和」ルーム

 「和」なごみルームでは９名の⽣徒がEdtech
を活⽤し定期的に学びを⾏った

ネット環境︓

iPad10台 ＋ ポケットWi-Fi4台

什器備品︓

机・椅子（ブース型の机６＋４⼈掛けの⻑机）

備品（机⽤ホウキ・ちり取り、加湿器・観葉植物）
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学校・学習支援員
「和」なごみルーム

訪問支援員
NPO法⼈ 教育⽀援協会南関東

家庭（生徒・保護者）

連携・学習ログの成績反映

学びの場② ⾃宅

アウトリーチは計２名の⽣徒が対象となり、⾃宅へ⽀援員が訪問し、オンライン学習教材による学
びの機会を提供した。オンラインで「和」なごみルームのPBLへの参加も実施。⾃宅での学びの様子
は「Studyplus for school」を活⽤して、⽣徒・先⽣・⽀援員・事業者・保護者がタイムリーに情
報を共有し、連携した。
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活⽤したオンライン学習教材①（５教科の学び）

 「デキタス」︓城南進学研究社
⼩学１年⽣〜中学３年⽣ ５教科 教科書対応

２レベル編成ドリル穴埋め式ノートアニメーション授業
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活⽤したオンライン学習教材②（技能教科の学び）

 「Codemonkey」︓J21Corporation
 https://codemonkey.jp/

楽曲制作プログラミング

 「GarageBand」︓アップル
 https://www.apple.com/jp/ios/garageband/
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個別学習計画（その日学ぶことの計画）

当日の学習計画をホワイトボード
に記入することから１日がスタート。
⾃分で計画を考え、可視化するこ
とにより、計画を意識して学習に取
り組むことができる。また⽀援員や
教員も声掛けがしやすくなる。一部
の⽣徒はロイロノートへの入⼒にも
チャレンジした。計画に対する進捗
は⽀援員がStudyplusのカルテに
日々記録していった。
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個別学習計画（１か月〜６か月間の学びの計画）

３か月～６か月１か月ごとの計画

 １か月ごとの計画を⽴てた⽣徒は４名。３カ月以上先の計画を⽴てた⽣徒は２名。９名中
６名が個別学習計画を作成して学びに取り組んだ。それぞれがなりたい⾃分を想像しながら、
時に好きなこと、時に苦⼿なことの学びなおしの計画を⽴てる。計画に沿った学びの継続と⽀援
員からの具体的な称賛と承認は、次の目標を設定する意欲につながっていく。
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活⽤したオンライン学習教材①（５教科の学び）

利⽤者数 １１名

テストの総得点（１問正解で１０点） ５３４５０点

総学習時間（９月〜２月 ６か月間） ２５０時間５４分２９秒

総学習時間のうち
学習計画を作成した６名の総学習時間 ２３５時間０２分５５秒

総学習時間のうち
⼩学⽣範囲を学習した時間 ７０時間２０分１４秒

⼩学⽣範囲を学習した時間のうち算数の学習時間 ４９時間３９分０４秒

 デキタスでの学習ログ集計結果
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「和」なごみルームに登校できない⽣徒のご⾃宅へ訪問して学習を⽀援。
⽣徒・保護者と「Studyplus」を使⽤し、チャット機能を利⽤したコミュニ
ケーションを図る。教員とも連携。
・訪問⽀援員（教育⽀援協会南関東）︓週１回（90分程度）

⼈の寄り添い（⽀援員）

和ルーム（学校内特別⽀援教室）にて学習の⽀援を⾏う。デキタス利
⽤者には状況に応じて「個別学習計画の作成を⽀援」。教員とも連携し
計画に沿った個別最適な学びの伴走をおこなった。
・⺠間⽀援員（株式会社JMC）︓⽕曜・⾦曜9:00〜17:00 週2回
・非常勤講師︓月曜〜⽊曜9:00〜12:30 週4回

学習支援員 訪問支援員
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⼈の寄り添い（教員）

⽣徒が学びたいことを引き出して、それに応えるため「何ができるか」を常に検討する。
専任の先⽣のリーダーシップのもと、空き時間を利⽤して教科担任（技術家庭、体
育など含む）、図書館司書、ICT⽀援員も⽣徒の学びを⽀援する。
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情報共有（Studyplus ）

⽣徒の学習の様子を、Studyplus for schoolのカルテに記載。⽀援員・学校・事業者での
タイムリーな情報共有を⾏った。アウトリーチ対象⽣徒はチャット機能を利⽤して本⼈・保護者
とコミュニケーション。チャットはアウトリーチのコミュニケーションにおいて効果を発揮した。
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PBL（おしゃべり会）

ファシリテーターの司会の元、テーマに沿って「発表」と「質問」を繰り返す。第２回目は
⽣徒が話し合いのテーマを設定。⾃宅からオンラインで参加した⽣徒も。コミュニケー
ションの⼟台を作る⽀援を、⽣徒と一緒に楽しみながら⾏った。この会ののち、担任の
先⽣の働きかけにより、クラスメートとの初めての会話につながる事例も⽣まれた。
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多様な進路セミナー

全日制普通科⾼校以外の進路についての情報を提供し、「それぞれの⽣徒に
とって良い進学先」を探すための保護者セミナーを開催した。会には広域通信制
⾼校３校の先⽣⽅にお越しいただき、終了後は⼩グループで相談会も実施した。
保護者からの評価⾼く、進学後の途中退学の予防につながると確信。
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目標 実証できたこと 要因

１
ICTを活⽤した「教室」以
外での場作り

• 学習の柱として、教科書対応のEdtech教材が有効であった。
• 義務教育９年分の教材があることで、学習の遅れがある⽣徒の学び直しが可能に

なった。
• 個別最適な学びを可能にするためには、個々の得られた情報をタイムリーに関係者

間で共有できるICTツールが有効であった。

• デキタス
• Studyplus

２ 個別学習計画の作成
• 個々の学習意欲に寄り添った結果、学習習慣が定着した。
• ICTにより学習ログが可視化されているため、客観的な振り返りが可能になった。

学習⽀援員、事業者、教員

３ 出席認定
• アウトリーチ対象⽣徒は、訪問⽀援員が訪問し、学習している時間を確認し、出

席認定とした。
訪問⽀援員

４ 学習評価への反映
• 和ルームの⽣徒は、学習内容を評価に反映させている。
• アウトリーチの対象⽣徒は、可能な限り評価材料を収集している。

学習記録

「個別最適な学び」において、Edtechが有効活⽤できることを実証する。

成果
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• 多種多機能にわたるEdtechの効果を最大限に引き出すためには、⽀援者側もEdtechの内容を研究し
精通し、⽣徒に合った適切な使い⽅を提案していく必要がある。

• アウトリーチ実施には⽣徒が第一歩を踏み出すまでに教員からの根強い継続した働きかけが必要であった。
今後この取り組みを継続するためには⾏政や地域で学校をバックアップできる体制作りが必要である。

• 学習評価への反映は⾏ったものの、基準の策定までには⾄らなかった。特に５段階評価への反映基準の
策定は困難であった。

• ⽀援員の配置は、⽣徒が安心して、計画的に学習を進めることができるよう、曜日や時間帯を定めておく
ことが重要である。

課題
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⽣徒の歩み （事例１）

１年生 事業開始 ２０２１年

アウトリーチ 週１回

「和」なごみルームへの登校 週２ → 週３回

１教科の受験～次回は教科の追加希望

同級生との会話

定期テスト受験意志

PBLの見学PBLの見学

１年次はほとんど登校できず。アウトリーチと「和」なごみルームを
併⽤し、途中から「和」なごみルームへの登校回数増となる。⼩
学⽣の算数の学びなおしと英語を計画的に学ぶ。定期テストの
受験も初めてチャレンジ。PBLより、⾼校になったら友達をつくっ
て話したいとの感想を持ったことをきっかけに、同級⽣とのコミュニ
ケーションにもつながった
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⽣徒の歩み （事例１＿個別学習計画）
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⽣徒の歩み （事例２）

１年生 ２年生

理科

その他教科

理科 生物分野を中心に

解説動画の視聴中心の学び

歴史

理科 全分野にわたり

ドリルの発展問題８０点超過

定期テスト５０点突破を目標とした学び

英語

算数・数学

昨年度の実証時に理科⽣物分野の学びが加速。今年
度はドリルの得点に目標をもって理科全分野の学びに昇
華。他教科も積極的に取り組む意欲がわき、特に担任か
らの働きかけもあり歴史の学習が急加速。
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⽣徒の歩み （事例２＿個別学習計画 理科・英語）
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⽣徒の歩み （事例２＿個別学習計画 数学・社会）


